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0. 報告日：2012 年 8 月 18 日（金） 

1.参加期間と場所：2012 年 7 月 30 日（月）～8 月 4 日（土）、大韓民国・釜山大学 

2.申請者と所属チーム 

資
料
作
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（所属、学年） 
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チ
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（所属チーム名称） 

 

 

大分大学大学院工学研究科 

建設工学専攻博士前期課程 2 年 

 A3_JO4 

（構成員氏名、大学、学年） 

（氏名）  Yasutaka MORISHITA、大分大学、M2 
Ayaka MATSUMOTO、大分大学、M1 
Teruhiro MISAKI、九州大学、M1  森下 泰敬 

3.感想と今後の抱負 

今回の WS は、建築を学ぶ日本・韓国・中国の学生が集まり、短期間で与えられた課題に

対してグループ内で協議し合い、１つの作品を提出するというものです。元々設計に自信が

なかった私は、事前 WS でのみんなの考え方、設計の仕方、ソフトの使い方などを盗み、

自分のものにしようと努力しました。この WS に参加することは今年が初めてで、また、

M2 での参加という責任感もあり、不安や期待を胸に参加しました。いざ始まってみると中

国の学生の英語力、プレゼンテーション能力の高さに驚き、韓国の学生は母国語ではない英

語においてもコミュニケーション能力が高く、私達日本の学生との差を肌で痛感しました。

しかし、私の拙い英語でも伝えようと試行錯誤すれば相手に伝わる、そして、それは相手も

同じで、伝えよう『対話』しようとすることが重要なのだと感じました。私は普段から英語

を避けていましたが、今回を良いきっかけとし、英語習得に励みたいと思います。 
 また、設計に関して私は主に話し合いや作業分担などのチームマネジメントに注力しまし

た。約 1 か月におよぶ事前 WS のおかげで、前半はスムーズに進みましたが後半は急なプ

ランの変更、作業分担のミスにより時間が足らず、賞を逃してしまいました。自分の M2
としての不甲斐無さ、マネジメント力の無さに悔いの残る結果となりましたが、チームとし

てはまとまりがあり、お互いにとって有意義な WS にすることができたと感じています。 
 今回の WS により得たことをただの経験として自分の記憶にしまうのではなく、これか

らの人生の一つの『糧』としていけるように日々精進していきたいと思います。今回はこの

ような貴重な経験をさせて頂き、心より感謝しています。ありがとうございました。 

4. 提案作品 

タ
イ
ト
ル 

Closed to… 概
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今回の課題である東道西器を東道＝日本の精神（あるもの

を最大限利用すること）、西器＝フォリーとし、ミルキーバレ

ーの景観の美しさを再確認することを目的とした。その方法

として、利用者が多く見られる橋沿いにミルキーバレーにフ

ォーカスできるような窓や森林に近づくことができるように

階段を設けた。周辺に馴染ませるために木や川の流れを模写

し、木の枝の形の屋根を設けた。 
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5. 提案作品のパネル 

 

 

 


